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避難所運営と子どものケア

支援を子どもたちの成長につなぐ

元益城町立広安西小学校
校長 井手文雄H28(2016）年４月29日(金）

広西ドリームコンサート

H30(2018).３
月まで



１ 広安西小学校の概要
熊本県上益城郡益城町福富１００１番地

熊本空港

空港と
スイカの
益城町
（人口３３０００人）

広安西小学校

飛行機が着いたら
益城町
益城インターを降りたら
広西小校区 山都町は

こちら



平成29年５月27日(土）運動会時学校全景

1年生
教室棟

２年生
教室棟

４年生
教室棟

職員室

体育館

畑

グランメッセ

隣接するグランメッセの影響
広い空間・特徴的な校舎配置を有効活用
隣接する畑も交流活動に借用

益城インター



地震発生時の状況

• 約800名の校内避難者＋運動場車２００台＋

グランメッセ車中泊：約２２00台約１００００名

・4月14日(木）21時26分時点で、学校で執務中
の職員8名ほどが避難者誘導等に直面

15日(金）～教職員の特性を活かして避難者支
援を担うことに

体育館＋１年･2年生教室棟、校長室・特別教室
を避難者に開放（電話・来校者窓口は職員室
に） 災害時に頼りにされる

学校・教職員



・子どもファスト

＆被災者ファスト

・Win＆Winで 八方良し

目指す

作り出す

具体策は で共有



平成２８年度 平成２９年度

児童数 ７７５名
(H28.5.1）

７４６名
(H29.9.1）

仮設住宅 ２０名 ２２名

みなし仮設
校区外 ２０名 １７名

地震後転出 １９名

職員数 ６４名 ６４名

１ 広安西小学校の概要
児童数・職員数

仮設住宅入居者
184人(64世帯)
(うち益城町
153人51世帯)
(2021.10.14現在)



通学路沿いの
住宅余震での倒壊が心配された



通学路沿いの住宅
電気・上下水道・ガス等ライフライン復旧には長時間を要す



４月１９日(火）２０：５７ 電話による児童の安否確認の様子

安否確認に当たる職員(全職員
は出勤できず学年部で対応）
町のネットワークは使用不可(学
校のFAXも不通）
ＰＴＡの学級委員さん未定、連絡
網がない
家庭訪問の前で家も保護者の
顔も分からないままでの確認作
業



印刷機・コピー機が移動する

くつばこが倒れる
図書室の本棚から本が飛び出す

理
科
室
の
顕
微
鏡
が
散
乱

気化した薬品も
心配

教訓：安全な避難経路等の再点検を



仮設トイレの清掃活動

夜の巡回打合せ
（２４時間営業中）

２ 地震発生から避難所の様子
避難所での職員(衛生管理､健康管理､警ら）

校内の水洗トイレは使えない

緑のゼッケンは本校
職員（避難者と区別）

掃除、給水、給紙、防虫、手洗い場、
汚物処理、スリッパ消毒､表示等た
くさんの業務あり

衛生管理の責任体制が必要



４月２４日(日）１１：２４ ポットン
棒配置(ペットボトルをつないだ排水樋
も制作）

４月２４日(日）１１：２５
カップ麺スープ対策バケツ

（かぶ蚊発生防止にひと役）

教職員の
アイディア
・行動力



４月２０日(水）７：４３ 生活要支援者支援グッズ作成中

物資もボランティアも義援金も
一貫して，

「支援は全てｗｅｌｃｏｍｅ！」
そして

「Thank you！」

学童クラブ仮設引き渡し式の万顔旗より

誰ひとり取り残さない視点



特別支援教育の視点を活かす

• 要支援者の困り感のリサーチ（出かける支援）

• 傾聴による情報収集（カウンセリングマインドの発揮）

• 信頼関係の構築（双方向の情報、建設的意見交換）

• 支援体制の構築（マーキング、個人カルテ）

• 確実な引き継ぎ手法



右：聞き取り情報個票
左：要配慮者の

避難所内見取り図



避難者支援の基本精神

☆生命維持(トイレ、寝所、食等の確保）

☆衛生状態の管理･保持

（トイレ、通路、要支援者支援）

☆児童のストレス軽減･学校再開後に向けて
（癒しの場、活躍による自己肯定感、笑顔）

☆職員の負担感軽減

（笑い、激励、適正評価で）



職員研修（大学の先生や県立教育センターとの連携）
心の相談室（スクールカウンセラー ＳＳＷ 学校心理士 等の活用）
心のサポート授業（１学期に１コマ程度 授業参観等でも公開）
毎週月曜日朝自習「心のケア」の時間
「にこにこすくすくアンケート」（一部下図参照） 月に１回 点数化

３ 心のケアの取組
児童・保護者・職員



６月１１日(土）１９：３９ 学校心理士による心の相談室

５月２５日（水）１６：１１ 兵庫教育大学
冨永良喜先生による職員研修

心のケアが必要と判断した児童数
5/9：201名、6/30：100名、8/22：100名
10/31：60名、12/10:33名､1/12:17名、
3/2:20名

職員研修
心の相談室
サポート授業
心のアンケート



４月２３日(土）１０：００
ニコニコボランティア活動中の
子どもたち

４月２０日(水）２０：１
２
ボラ庁長官のもとで
企画会議中の職員
(翌朝ニコボラ発足）



• ５０ｍ走路

地元益城町
りんどうロータリークラブ
により設置

運動で
楽しく元気に！



復幸リーダー新潟研修
H28・H29 ８月

朝食準備中

日本海をバックに
そうめん流し

長岡花火

Win&Win企画

10年後の益城町を担う人材育成を目指して



安心創造に有効だった！？

①避難者の声を聴くことから

②カウンセリングマインドを発揮した避難者支援

③支援の申し出は原則 全て welcome

④Win＆Winの関係に コーディネート

⑤避難所の自主運営に人材活用・育成の視点

⑥直面した課題を解決する対応力

⑦行動目的と判断基準を持った決断

⑧主体性(仕事は見つけてするもの）



安心創造に有効だった！？

①避難者の声を聴くことから

• 伝言板の設置

• 避難者が記入するメッセージボードの
設置

• 校長用掲示板で支援窓口の紹介など
• 避難所集会に立会う
• たばこ外交の有力情報
• 体育館の巡回で顔見せ



安心創造に有効だった！？

カウンセリングマインドを発揮した

②避難者支援

• 避難者の事情に配慮した教室開放

• いち早い要支援者の把握と対策

• 場所取りと親身な教室移動の提案

• 安心感を高める校内放送と掲示

• 笑いを創る（笑っていないとやって
られない）



安心創造に有効だった！？

③支援の申し出は
原則 全て welcome

• 広西小の看板を背負ったプライドが力に
• 支援者の意を汲む誠実な対応
• 人、もの、お金に、「ごっつぁんです」と感謝
• 次回につながる受け入れ姿勢
• 駆け出すご挨拶と校長名のお礼状
• 得したのは誰？・・・



安心創造に有効だった！？

④Win＆Winの関係に
コーディネート

• 支援者の要望を聞く

• 実現のための調整・企画を逆提案

• 学年主任による「お買い上げ」制度

• 自己選択と自己責任

• 職員の負担を増やさない配慮

• 断らない力・たらい回ししない神対応



２ 地震発生から避難所の様子
職員室の付箋



安心創造に有効だった！？

⑤避難所の自主運営に
人材活用・育成の視点

• 笑いを増やす大臣制

• 課題解決に必要な人材確保

• 校務分掌・特技を活かした大臣任命

• 大臣の創意工夫の発揮

• 活躍を適正評価するネーミング

• 気後れした職員をフォローUPする任命



５月３１日(火）１３：
０６

25日に続くPTAによ
る
第2回炊き出しの様子
（第3回は9月15日(木）
11月14日(月）から
ボラ団体により
町内学校で毎週1回
汁物提供再開）
平成29年４月12日(水）
から給食再開

５月１４日(土）１３：０６
PTA役員による
放課後子ども教室の
名簿（約350名希望）作成の様子

子どもを中心に学校を支える
PTA



４ 再開後の学力充実
「放課後子ども教室」の開設

５月９日学校再開時

「午後からだけなら学校を休ませます」

の電話をきっかけに・・・(5月10日～7月27日開設）

子どもにとって：
余震に備える安心な居場所

保護者にとって：
子の安心、就労・片付け支援

職員にとって：
本来の業務の時間の確保

ボランティアにとって：
有用感のある活躍の場

ボランティアを募集



４ 再開後の学力充実
「放課後子ども教室」の開設

★各種演奏会
★読み聞かせ
★折り紙教室
★運動教室
★ダンス教室

などなど

クラリネットの演奏会

体ほぐし運動



教務主任は塾と学習進度の連絡調整
PTA役員は参加者集約と児童係に
運営はボラの神田さんのネットつながりで

４ 再開後の学力充実
「ガッツ学習塾（地元の私塾による無償塾）

★地元の塾との連携
（ガッツ学習塾）
無償で放課後の学習支援
（5/16～7/22 
多い日は350名の参加）



６月１８日(土）１７：
３３ となりの畑で
PTAとの共催による
おとなの夏祭り

(7/23第2回を開催
10/29第3回を開催）

７月２４日(日）
避難所のみなさんと

ひまわり畑の草取り作業

学校でできない
ことは、
PTA主催、敷地外
で



秋フェス
女川町からサンマ800匹
焼き手職員も派遣
2016.11.12



熊本地震の後に増えたもの

• じゃり道、壊れた道路

• 倒れたブロック塀

• 壊れた家

• あいさつ
• ありがとう
• 決まりを守る
（聞き方、ヘルメット着用、登校班など）

2016.5.27 4年生防災学習まとめ活動より



熊本地震による
被災に対して
全世界から

たくさんのご支援をいただき
ありがとうございます。

• みなさまの激励に応えるべく

“復幸”に向けて

一つずつていねいに取り組んでまいります。

兵庫県佐用小学校の種から育った体育館横のひまわり畑


